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１年間ありがとうございました

まだ寒さの残る日はあるものの、吹く風に春の到来を感じる季節となりました。

この１年で、どの子も心身ともに大きく成長し、一段とたくましくなった様子がうかがえます。日々の給食や食育

を通して、そのサポートができていたらうれしいです。今月は、卒業や進級を控えた皆さんへ、応援やお祝いの気

持ちを込めた給食を提供しますので、楽しみにしていてください。

毎年３月３日は、女の子の健やかな成長と幸せを願い、お祝いをする「ひな祭り」

です。ひな人形や桃の花を飾り、さまざまな願いを込めた料理やお菓子をいただき

ます。季節の節目となる五節句（五節供）の一つ「上巳の節句」でもあり、季節の

花にちなんで「桃の節句」とも呼ばれます。

ひな祭りの始まりは、平安時代までさかのぼります。古代中国から伝わった「上巳節」

という厄払いの風習と、貴族の女の子たちの間で流行した人形遊びが結びつき、人形

に災いを移して川に流す「流しびな」の風習が生まれました。その後、豪華なひな人形

を飾るようになり、江戸時代には一般の人びとの間へも 広がっていき、現代のような

ひな祭りが行われるようになりました。

“ 給食センターでは、3月２日に「ひな祭り」にちなんだ献立を提供します。 ”

緑・白・桃（ピンク）の３色

を重ねた、菱形のもち。雪

の下から新芽が芽吹き、桃

の花が咲く春の様子を表現

しているとされますが、色

や形、重ね方など、地域に

よって違いがあります。

もとはひしもちを砕いて作

られていました。関東と関西

で大きく異なり、関東地方で

は米粒形の甘いポン菓子、関

西地方では直径１cmほどの

丸形のあられが親しまれて

います。

酢飯の上に、縁起の良い食べ物、旬の

食べ物を彩りよく散らしたおすし。ひな祭りの食

べ物として定着したのは最近のことで、もとは、

塩漬けにした魚と米を発酵させた「なれずし」が

食べられていたとされています。


